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１．2026年３月期の連結業績（2025年４月１日～2026年３月31日）

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 2,875 △4.5 △282 ― △268 ― △462 ―
2025年３月期 3,009 6.7 △75 ― △77 ― △105 ―

(注) 包括利益 2026年３月期 △462百万円( ―％) 2025年３月期 △105百万円( ―％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年３月期 △36.40 ― △46.7 △20.7 △9.8
2025年３月期 △8.34 ― △8.3 △4.8 △2.5

(参考) 持分法投資損益 2026年３月期 ―百万円 2025年３月期 ―百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 1,047 760 72.6 59.82
2025年３月期 1,546 1,222 79.1 96.22

(参考) 自己資本 2026年３月期 760百万円 2025年３月期 1,222百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年３月期 △136 △15 △1 289
2025年３月期 2 △138 △6 443

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
2026年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
2027年３月期(予想) ― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 3,300 14.8 50 ― 50 ― 30 ― 2.36



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期 13,015,222株 2025年３月期 13,015,222株

② 期末自己株式数 2026年３月期 308,719株 2025年３月期 308,719株

③ 期中平均株式数 2026年３月期 12,706,503株 2025年３月期 12,706,503株

(参考) 個別業績の概要

１．2026年３月期の個別業績（2025年４月１日～2026年３月31日）

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 2,014 △5.7 △171 ― △156 ― △454 ―
2025年３月期 2,136 6.0 △79 ― 27 ― 3 ―

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期 △35.79 ―
2025年３月期 0.24 ―

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 1,025 805 78.6 63.38
2025年３月期 1,536 1,260 82.0 99.17

(参考) 自己資本 2026年３月期 805百万円 2025年３月期 1,260百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、添付資料５ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における我が国経済は、緩やかな回復基調が続いております。一方で、中東情勢の動向等、先行

きに対する不確実性には引き続き注視が必要な状況にあります。

当社グループが所属する情報サービス産業では、企業の競争力強化を目的としたDX（デジタルトランスフォーメ

ーション）関連の需要が引き続き堅調に推移しております。一方で、既存システムの老朽化やIT人材の不足といっ

た課題が顕在化しており、企業にはIT基盤の再構築や人材戦略の強化が求められています。また、AIを活用したAX

（AIトランスフォーメーション）への関心が高まり関連投資が拡大する中、未承認のAI利用（いわゆるシャドー

AI）やランサムウェア対応を含む情報セキュリティ・ガバナンスへの対応も重要性を増しております。

当社グループでは、ソリューション事業において、デジタル社会の進展に対応し、DX・AX領域における中長期的

な成長を見据えた戦略的投資を継続するとともに、次世代AIをはじめとする先端技術を活用し、顧客のDX・AX推進

に資する新たなソリューションの開発・提供に注力しております。エンターテインメント事業においては、株式会

社OSK日本歌劇団のブランド力を活かし、全国公演の拡充やコンテンツの二次利用の強化を通じて、安定的な収益基

盤の確立を目指しております。

これらの取り組みのもと、当連結会計年度における当社グループの業績は、ソリューション事業において、企業

のIT投資がクラウド・次世代AI領域へシフトするなか、従来型システム開発の需要減少の影響を受けたことに加え、

エンターテインメント事業において、2025年４月開催の大阪・関西万博関連イベントへの多数出演により高採算の

自主公演数が減少したことや、全国巡業公演の公演期間・公演回数が都市圏公演に比べて相対的に短かったことな

どにより、チケット販売が前年同期を下回り、売上高が減少いたしました。

また、損益面では、ソリューション事業において、次世代AI分野における技術力強化を目的として採用した2025

年４月入社の新卒技術者30名に対する人材育成や、同分野の需要拡大を背景とした2026年４月入社予定の技術者採

用活動を推進するとともに、新規次世代AIソリューション創出に係る試験研究費を計上したことなど、成長に向け

た戦略的投資に伴う費用が増加いたしました。加えて、エンターテインメント事業において高採算の自主公演数が

減少したことに加え、一部資産の評価見直しに伴う費用を売上原価に計上したことなども影響し、営業損失となり

ました。

また、固定資産及び投資有価証券について、現時点で入手可能な情報に基づき、将来の回収可能性、時価または

実質価額等を慎重に検討した結果、特別損失として投資有価証券評価損及び減損損失を計上いたしました。

これらの結果、当社グループの当連結会計年度の経営成績は、売上高2,875百万円（前年同期比4.5%減）、営業損

失282百万円（前年同期は75百万円の損失）、経常損失268百万円（前年同期は77百万円の損失）、親会社株主に帰

属する当期純損失462百万円（前年同期は105百万円の損失）となりました。

当社は、今回の特別損失計上を今後の成長に向けた事業構造転換を進めるための重要な節目と位置付けておりま

す。従来事業については、収益性、成長性及び資本効率の観点から見直しを行い、旧来型の業務プロセスに依存す

る領域について整理・再編を進め、今後は次世代AI活用を中心とした事業構造へ転換することにより、収益性の改

善と早期黒字回復を目指してまいります。

また、今回の特別損失計上は当期業績に一時的な影響を与えましたが、当該特別損失は既に保有している資産の

評価見直しに伴うものであり、新たなキャッシュアウトを伴うものではありません。したがって、今後の資金繰り

に直接的な影響を与えるものではございません。財務安全性の指標である自己資本比率は72.6％となり、引き続き

高水準で推移しております。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

① ソリューション事業

ソリューション事業に関連する市場環境につきましては、企業における自社保有型システムのクラウドシフトが

引き続き進展するとともに、次世代AI技術の急速な進歩及びマーケット拡大を背景として、従来の情報システムの

在り方そのものが大きな変革期を迎えております。特に、情報システムの利用者に対するインタフェース高度化や、

情報システム間の自律的かつ高度な連携が進むなか、企業には業務効率化にとどまらない情報活用基盤全体の見直

しが求められております。これらの変革期の中、我々の顧客に対する技術提供は、未承認のAI利用に伴う情報漏え

いリスクへの対応や、巧妙化するランサムウェア攻撃への備えなど、従来の情報システムの運用・管理面において

も新たな課題が顕在化しており、次世代AI含む多面的な技術の重要性・偏重性が高まっております。
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当社グループでは、顧客の需要変化を捉え、各企業の情報ガバナンス方針や業務特性に即した提案、及びソリュ

ーションの提供・運用支援に取り組むとともに、重点領域であるDX・次世代AI関連事業へのリソースシフトを積極

的に推進しております。

具体的には、AIカメラによる顔認証分野において、汎用化・価格競争が進む環境下でも、産業分野に即した業務

適用提案を軸に、流通小売業界、建設現場、高セキュリティ施設等のニーズに沿った認証サービスを、ハードウェ

アを含めたインテグレーション技術や内外のネットワークを組み合わせた提案の強みを活かし、堅調に納入事例を

増加させることができました。

また、次世代AIを活用した設備の異常予兆検知サービス分野につきましても、技能精通者の高齢化や人材不足を

背景に、社内業務知識の継承を支援するサービスとしての期待が高まる中、次世代AIを組み込んだ利活用方法の訴

求や製品の進化を通じて、旺盛な潜在需要に応えるべく取り組みを進めてまいりました。

さらに、国内公共インフラ施設の老朽化（インフラクライシス）を背景としたドローン点検分野においては、暗

所狭所の地下坑道空間における実証検証で良好な結果を得るなど、商用化に向けた技術的裏付けを進展させてまい

りました。

加えて、防災・道路・インフラ保全領域を中心に、従来の個別システム開発や情報提供型サービスから、意思決

定支援及び運用自動化を中核とするプラットフォーム型AIソリューションへの転換を推進してまいりました。

一方、業績につきましては、従来型システム開発市場が次世代AIの登場により急速に縮小した影響を受け、前年

同期比で減収となりました。

それに対応するために、事業基盤強化を目的とした開発体制への先行投資として、開発環境のクラウド基盤への

移行や、開発生産性向上を目的とした取り組みを実施したことに加え、次世代AI分野の技術力強化に向けた人材の

採用・育成、翌期入社予定者の採用活動の推進、並びに新規次世代AIソリューション創出に係る試験研究費の計上

など、成長に向けた戦略的投資に伴う費用が増加したことから、損失となりました。

これらの結果、当連結会計年度のソリューション事業の売上高は2,258百万円（前年同期比5.1%減）となり、セグ

メント損失は208百万円（前年同期は78百万円の損失）となりました。

今後に向けては、引き続き重点投資分野として、自動・自律飛行制御によるドローン点検分野の事業化を推進す

るとともに、次世代AIによる設備の異常予兆検知サービスにおいては、次世代AI技術を取り入れたソリューション

機能拡充を通じて、支援型システムへの高度化を図ってまいります。また、次世代エージェンティックAIの開発プ

ロセスへの適用により開発標準化・仕組み化を促進し、全社スキルの資産化・再利用化を進めるとともに、次世代

AIソリューション時代における情報ガバナンス提案・受注を強化してまいります。

② エンターテインメント事業

連結子会社の株式会社OSK日本歌劇団は、2025年4月開催の大阪・関西万博関連イベントへの出演に加え、海外客

の誘客を目的とした英国・マンチェスター公演への出演や、全国各地での巡業公演の開催等を通じて、国内外でレ

ビューショーを披露し、ブランド力の向上と市場展開に取り組んでまいりました。

業績面では、大阪・関西万博関連イベントへの多数出演により高採算の自主公演数が減少したことに加え、全国

各地での巡業公演を通じて、認知拡大と新規顧客の獲得に注力した一方、公演期間・公演回数が都市圏公演に比べ

て相対的に短かったことなどから、チケット販売は前年同期を下回りました。さらに、一部資産の評価見直しに伴

う費用を売上原価に計上したこと等も影響し、減収減益となりました。

一方で、メディア露出の拡大や企業向けレビューショーの展開強化などのマーケティング活動を積極的に実施し、

自主公演の集客・契約機会の創出につなげるとともに、全国巡業公演の継続により新規市場の開拓と顧客層の拡大

を進めてまいります。また、前年度に導入した株主優待制度も、新規顧客および協賛企業の獲得に引き続き寄与し

ております。

これらの結果、当連結会計年度のエンターテインメント事業の売上高は617百万円（前年同期比1.9%減）、セグメ

ント損失は72百万円（前年同期は２百万円の利益）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

（イ）流動資産

当連結会計年度末における流動資産の残高は788百万円で、前連結会計年度に比べ228百万円減少しております。

これは主として、現金及び預金が163百万円、商品が31百万円、売掛金が20百万円それぞれ減少したことによりま

す。

（ロ）固定資産

当連結会計年度末における固定資産の残高は259百万円で、前連結会計年度末に比べ270百万円減少しておりま

す。これは主として、投資有価証券が124百万円、ソフトウェアが49百万円、有形固定資産その他が34百万円、投

資その他の資産その他が32百万円、建物が18百万円それぞれ減少したことによります。

（ハ）流動負債

当連結会計年度末における流動負債の残高は276百万円で、前連結会計年度に比べ37百万円減少しております。

これは主として、買掛金が62百万円減少したことによります。

（ニ）固定負債

当連結会計年度末における固定負債の残高は10百万円で、前連結会計年度に比べ大きな変動はありません。

（ホ）純資産

当連結会計年度末における純資産の残高は760百万円で、前連結会計年度末に比べて462百万円減少しておりま

す。これは、利益剰余金が462百万円減少したことによります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

（イ）営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローは136百万円の支出となりました(前年同期は2百万円の収入)。これは、税

金等調整前当期純損失454百万円に、減価償却費95百万円、減損損失62百万円、投資有価証券評価損益124百万

円、売上債権の減少額36百万円、棚卸資産の減少額37百万円、仕入債務の減少額62百万円を加減した結果により

ます。

（ロ）投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローは15百万円の支出となりました（前年同期は138百万円の支出）。これは、

無形固定資産の取得による支出49百万円、保険積立金の解約による収入39百万円、有形固定資産の取得による支

出21百万円等によります。

（ハ）財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フローは１百万円の支出となりました（前年同期は６百万円の支出）。これは、

長期借入金の返済による支出１百万円等によります。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期 2026年３月期

自己資本比率 73.5% 82.5% 78.7% 79.1% 72.6%

時価ベースの自己資本比率 98.7% 150.7% 131.7% 117.5% 220.8%

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

0.2 ― 0.1 0.7 ―

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

298.5 ― 236.2 5.0 ―

自己資本比率：自己資本／総資産残高

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産残高

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債の期末残高／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利息の支払額

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。

（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。

（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としています。



ネクストウェア株式会社(4814) 2026年３月期 決算短信

－ 5 －

（４）今後の見通し

今後の経済環境につきましては、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果により、緩やかな回復が継続することが

期待されるものの、中東情勢のほか、金融資本市場の変動や米国の通商政策をめぐる動向等が経済に与える影響につ

いて、引き続き注視する必要があります。

このような環境下においても、情報サービス産業は引き続き堅調な成長が見込まれており、企業によるDX（デジタ

ルトランスフォーメーション）や、次世代AIを活用したAX（AIトランスフォーメーション）への投資が拡大しており

ます。また、AI・クラウド技術の進展に伴い、ネットワークインフラやサービスモデルの高度化も加速しておりま

す。

当社グループは、「未来（つぎ）をつくろう。」をキーワードに、こうした社会的変化に対応した新たな価値の創

出と社会実装に取り組んでまいります。

ソリューション事業におきましては、クラウド型事業モデルへの転換を進めるとともに、ストック型キャッシュフ

ロー経営への移行を推進し、総合的な技術サービス提供体制の強化に取り組んでまいります。事業ポートフォリオの

見直しを進めつつ、収益性と資本効率を重視した投資・経営管理を徹底してまいります。

エンターテインメント事業におきましては、株式会社OSK日本歌劇団の知名度向上を背景に、地方公演の拡充を通じ

た市場展開を進めるとともに、海外公演を通じて新たな顧客層の獲得を図り、伝統あるレビュー作品の魅力を高めな

がら、継続的な収益基盤の確立に努めてまいります。

これらの状況から、現時点における次期の連結業績の見通しにつきましては、売上高3,300百万円（前年同期比

14.8%増）、営業利益50百万円（前年同期は282百万円の損失）、経常利益50百万円（前年同期は268百万円の損失）、

親会社株主に帰属する当期純利益30百万円（前年同期は462百万円の損失）を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの利害関係者の多くは、日本国内の株主、債権者、取引先等であり、また海外からの資金調達の必

要性が乏しいことから、会計基準につきましては日本基準を適用しております。

なお、IFRSの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 453,298 289,448

電子記録債権 15,310 7,449

売掛金 396,008 375,400

契約資産 8,218 -

商品 36,985 5,571

仕掛品 11,833 2,301

貯蔵品 1,430 4,876

未収入金 39,717 57,295

その他 55,847 47,908

貸倒引当金 △1,635 △1,986

流動資産合計 1,017,014 788,266

固定資産

有形固定資産

建物 87,936 94,052

減価償却累計額 △40,559 △46,244

減損損失累計額 - △19,300

建物（純額） 47,376 28,507

機械及び装置 30,799 30,799

減価償却累計額 △15,829 △18,553

機械及び装置（純額） 14,970 12,245

その他 189,972 193,788

減価償却累計額 △131,981 △147,807

減損損失累計額 - △22,368

その他（純額） 57,990 23,612

有形固定資産合計 120,337 64,364

無形固定資産

ソフトウエア 61,938 12,422

その他 43,531 41,107

無形固定資産合計 105,470 53,530

投資その他の資産

投資有価証券 140,211 15,832

長期貸付金 13,098 7,161

差入保証金 60,156 60,671

繰延税金資産 7,403 7,195

その他 82,786 50,289

貸倒引当金 △280 -

投資その他の資産合計 303,377 141,149

固定資産合計 529,185 259,044

資産合計 1,546,199 1,047,311
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 152,923 90,121

1年内返済予定の長期借入金 1,950 -

未払法人税等 14,592 13,784

契約負債 23,517 37,877

その他 120,559 134,569

流動負債合計 313,543 276,352

固定負債

退職給付に係る負債 4,488 4,529

繰延税金負債 - 821

資産除去債務 5,514 5,515

その他 12 12

固定負債合計 10,015 10,880

負債合計 323,558 287,232

純資産の部

株主資本

資本金 1,310,965 1,310,965

資本剰余金 229,198 229,198

利益剰余金 △212,897 △675,459

自己株式 △104,625 △104,625

株主資本合計 1,222,641 760,078

純資産合計 1,222,641 760,078

負債純資産合計 1,546,199 1,047,311
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

売上高 3,009,759 2,875,675

売上原価 2,227,564 2,223,230

売上総利益 782,194 652,444

販売費及び一般管理費 857,698 934,626

営業損失（△） △75,503 △282,182

営業外収益

受取利息 533 841

受取配当金 240 243

受取手数料 3 2

保険配当金 191 87

業務受託収入 1,200 1,200

保険解約益 - 13,291

その他 327 1,557

営業外収益合計 2,494 17,223

営業外費用

支払利息 608 106

支払保証料 599 599

為替差損 1,626 -

貸倒引当金繰入額 1,345 1,986

貸倒損失 - 619

その他 534 297

営業外費用合計 4,715 3,609

経常損失（△） △77,724 △268,568

特別損失

事務所改装費用 8,458 -

投資有価証券評価損 14,602 124,378

減損損失 - 62,000

特別損失合計 23,061 186,378

税金等調整前当期純損失（△） △100,785 △454,947

法人税、住民税及び事業税 5,207 6,584

法人税等調整額 △45 1,030

法人税等合計 5,161 7,615

当期純損失（△） △105,947 △462,562

親会社株主に帰属する当期純損失（△） △105,947 △462,562
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

当期純損失（△） △105,947 △462,562

包括利益 △105,947 △462,562

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △105,947 △462,562
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：千円)

株主資本
純資産

合計資本金
資本

剰余金

利益

剰余金
自己株式

株主資本

合計

当期首残高 1,310,965 229,198 △106,949 △104,625 1,328,588 1,328,588

当期変動額

親会社株主に帰属する当期純

損失（△）
△105,947 △105,947 △105,947

当期変動額合計 - - △105,947 - △105,947 △105,947

当期末残高 1,310,965 229,198 △212,897 △104,625 1,222,641 1,222,641

当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：千円)

株主資本
純資産

合計資本金
資本

剰余金

利益

剰余金
自己株式

株主資本

合計

当期首残高 1,310,965 229,198 △212,897 △104,625 1,222,641 1,222,641

当期変動額

親会社株主に帰属する当期純

損失（△）
△462,562 △462,562 △462,562

当期変動額合計 - - △462,562 - △462,562 △462,562

当期末残高 1,310,965 229,198 △675,459 △104,625 760,078 760,078
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純損失（△） △100,785 △454,947

減価償却費 58,069 95,473

減損損失 - 62,000

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △392 41

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,345 2,216

受取利息及び受取配当金 △773 △1,084

支払利息 608 106

投資有価証券評価損益（△は益） 14,602 124,378

事務所改装費用 8,458 -

保険解約損益（△は益） - △13,291

売上債権の増減額（△は増加） 53,284 36,686

棚卸資産の増減額（△は増加） △6,225 37,500

仕入債務の増減額（△は減少） 5,274 △62,802

その他の流動資産の増減額（△は増加） 10,040 △25,655

その他の流動負債の増減額（△は減少） △21,031 25,526

その他 2,210 35,909

小計 24,688 △137,940

利息及び配当金の受取額 793 1,134

利息の支払額 △540 △174

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △22,254 699

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,686 △136,282

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 10,000 20,000

定期預金の預入による支出 △10,000 △10,000

有形固定資産の取得による支出 △56,730 △21,043

有形固定資産の除却による支出 △5,676 -

無形固定資産の取得による支出 △73,598 △49,267

差入保証金の回収による収入 10,794 -

保険積立金の解約による収入 - 39,958

貸付金の回収による収入 5,097 13,151

貸付けによる支出 △13,000 △768

長期前払費用の取得による支出 △2,400 △7,424

その他 △2,813 △224

投資活動によるキャッシュ・フロー △138,327 △15,617

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △6,600 △1,950

その他 △4 -

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,604 △1,950

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △142,245 △153,850

現金及び現金同等物の期首残高 585,543 443,298

現金及び現金同等物の期末残高 443,298 289,448
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日）

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 13,015,222 ― ― 13,015,222

２．自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 308,719 ― ― 308,719

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

該当事項はありません。

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日）

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 13,015,222 ― ― 13,015,222

２．自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 308,719 ― ― 308,719

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

該当事項はありません。

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、事業別に「ソリューション事業」、「エンターテインメント事業」の２つを報告セグメントとし

ております。

「ソリューション事業」は、主にコンピュータシステムのコンサルティング、設計、開発および運用・保守サービ

スの提供、また、AIソリューションサービスの提供をしております。

「エンターテインメント事業」は、主に株式会社OSK日本歌劇団による演劇の企画・興行及びデジタルコンテンツの

開発・配信サービスをしております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は主に市場実勢

価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)

連結財務諸表計
上額ソリューション

事業
エンターテイン
メント事業

計

売上高

外部顧客への売上高 2,380,459 629,299 3,009,759 ― 3,009,759

セグメント間の内部売上高
又は振替高

633 31,808 32,441 △32,441 ―

計 2,381,092 661,107 3,042,200 △32,441 3,009,759

セグメント利益又は損失(△) △78,784 2,959 △75,824 320 △75,503

セグメント資産 1,518,301 174,983 1,693,285 △147,085 1,546,199

その他の項目

減価償却費 38,491 19,872 58,364 △294 58,069

減損損失 ― ― ― ― ―

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

85,919 41,497 127,417 ― 127,417

(注) 調整額は、以下のとおりであります。

１．セグメント資産の調整額△147,085千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失(△)の合計額と連結損益計算書の営業損失との差額はセグメント間取引消去でありま

す。



ネクストウェア株式会社(4814) 2026年３月期 決算短信

－ 14 －

当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)

連結財務諸表計
上額ソリューション

事業
エンターテイン
メント事業

計

売上高

外部顧客への売上高 2,258,212 617,463 2,875,675 ― 2,875,675

セグメント間の内部売上高
又は振替高

5,454 39,447 44,902 △44,902 ―

計 2,263,667 656,910 2,920,578 △44,902 2,875,675

セグメント損失(△) △208,747 △72,669 △281,416 △765 △282,182

セグメント資産 1,001,845 171,352 1,173,198 △125,886 1,047,311

その他の項目

減価償却費 40,831 54,838 95,669 △196 95,473

減損損失 62,000 ― 62,000 ― 62,000

商品評価損 ― 30,517 30,517 ― 30,517

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

13,120 59,532 72,652 ― 72,652

(注) 調整額は、以下のとおりであります。

１．セグメント資産の調整額 △125,886千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント損失(△)の合計額と連結損益計算書の営業損失との差額はセグメント間取引消去であります。

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

１株当たり純資産額 96.22円 59.82円

１株当たり当期純損失（△） △8.34円 △36.40円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純損失（△）(千円) △105,947 △462,562

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純損失（△）(千円)

△105,947 △462,562

普通株式の期中平均株式数(株) 12,706,503 12,706,503

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度末
(2025年３月31日)

当連結会計年度末
(2026年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 1,222,641 760,078

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) ― ―

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 1,222,641 760,078

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(株)

12,706,503 12,706,503

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


